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人　口／3,524人� （男／1,664人：女／1,860人）
世帯数／1,635世帯� （2月28日現在）

「くま獅子カッケー！」

　２月５日(火)に苫前小学校で開催された学社融合事

業「くま獅子体験」でのひとコマ。

　くま獅子で使用する笛の体験では、縦笛とは違い横

笛になかなか音が出ず悪戦苦闘。音が出た児童には「お

おっ」と声が出た。

　一番の盛り上がりはくま獅子頭の体験。頭を箱から

出したときは「カッケー（かっこいいの現代版の言い

方）」「くま獅子やってみたい」と大好評。もしかした

ら苫前小学校でくま獅子復活か？

■ 元ジャンプ選手の金子さん講演会ほか･･･ ２
■ 地域づくりセミナーが本町で開催ほか･･･ ３
■ グループホーム説明会ほか･･･ ４
■ 学社融合事業「凧づくり」ほか･･･ ５
■ 国民年金・文芸･･･ ６
■ 介護保険ガイド･･･ ７
■ 健康ばんざい･･･ ８
■ 学びの広場･･･ ９
■ 住まいる情報･･･10～11
■ ちびっこギャラリー･･･12
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る
。
そ
の
カ
ベ
が
自
分
に
と
っ
て

ど
の
よ
う
な
意
味
が
あ
る
の
か
を

自
身
に
問
い
か
け
る
こ
と
が
必

要
。
そ
し
て
、
そ
れ
が
何
を
呼
び

か
け
て
い
る
の
か
を
考
え
、
自
分

に
と
っ
て
そ
の
試
練
が
必
要
な
こ

と
と
考
え
、
自
身
を
変
え
る
き
っ

か
け
と
し
て
前
向
き
に
と
ら
え
よ

う
」
と
生
徒
た
ち
に
エ
ー
ル
を
送

っ
た
。

　

生
徒
を
代
表
し
て
生
徒
会
長
で

同
校
２
年
の
川
村
茉
以
さ
ん
が

「
貴
重
な
お
話
を
聞
く
こ
と
が
で

き
て
大
変
よ
か
っ
た
。
努
力
す
る

こ
と
や
前
向
き
な
心
で
取
り
組
ん

で
い
く
こ
と
の
大
切
さ
を
学
ん
だ

の
で
、
こ
れ
か
ら
の
学
校
生
活
に

活
か
し
て
い
き
た
い
」
と
感
謝
の

言
葉
を
述
べ
た
。

　

１
月
29
日（
火
）に
苫
前
中
学
校

（
外
山
一
正
校
長
）
で
元
ス
キ
ー

ジ
ャ
ン
プ
選
手
の
金
子
祐
介
さ
ん

の
講
演
会
が
全
校
生
徒
43
名
を
対

象
に
開
催
さ
れ
た
。

　

こ
れ
は
北
海
道
道
徳
教
育
推
進

校
事
業
と
し
て
開
催
さ
れ
、
夢
や

希
望
を
持
っ
て
過
ご
す
こ
と
の
大

切
さ
を
学
ぶ
こ
と
を
目
的
に
行
わ

れ
た
も
の
。

　

金
子
さ
ん
は
、
大
倉
山
ジ
ャ
ン

プ
台
の
バ
ッ
ケ
ン
レ
コ
ー
ド
を
更

新
す
る
な
ど
の
活
躍
か
ら
ト
リ
ノ

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
出
場
と
メ
ダ
ル

が
期
待
さ
れ
て
い
た
が
、
フ
ィ
ン

ラ
ン
ド
合
宿
を
行
っ
た
際
の
練
習

で
着
地
の
際
に
、
ス
キ
ー
板
が
外

れ
顔
面
を
強
打
、
脳
挫
傷
な
ど
に

よ
り
一
時
心
肺
停
止
と
な
る
が
、

婚
約
者
の
支
え
や
自
身
の
ス
キ
ー

に
か
け
る
情
熱
で
奇
跡
的
に
復
活

を
果
た
し
た
。

　

生
徒
に
ジ
ャ
ン
プ
を
始
め
た
き

っ
か
け
や
事
故
、
入
院
の
様
子
な

ど
を
伝
え
た
。

　

そ
の
中
で
「
皆
さ
ん
は
中
学
生

と
い
う
こ
と
で
人
生
は
長
い
。
夢

や
希
望
を
持
つ
こ
と
で
自
分
の
進

む
べ
き
道
が
は
っ
き
り
見
え
る
。

そ
れ
ら
は
す
ぐ
に
叶
う
も
の
で
は

な
い
た
め
、
少
し
ず
つ
で
も
進
む

こ
と
が
大
切
。
そ
し
て
そ
の
中
で

出
会
う
人
た
ち
と
の
つ
な
が
り
が

非
常
に
重
要
と
な
る
」と
伝
え
た
。

　

ま
た
、「
人
生
に
は
必
ず
大
き

な
カ
ベ
に
ぶ
つ
か
る
こ
と
が
あ

試練は呼びかけ ～元スキージャンプ選手の金子祐介さん講演会を苫前中学校で開催～

　

１
月
31
日（
木
）に
苫
前
町
公

民
館
で
町
舞
台
鑑
賞
友
の
会

（
松
岡
満
雄
会
長
）
ら
が
主
催

の
と
ま
ま
え
落
語
会
が
約
80
名

の
来
場
で
開
催
さ
れ
た
。

　

出
演
は
、
こ
の
時
期
に
お
馴

染
み
と
な
っ
た
柳
家
さ
ん
喬
師

匠
と
ゲ
ス
ト
と
し
て
林
家
二
楽

師
匠
。

　

ま
ず
、
さ
ん
喬
師
匠
に
よ
る

「
浮
世
床
」「
粗
忽
の
釘
」
の
２

席
、
中
入
り
の
後
に
二
楽
師
匠

に
よ
る
紙
工
術
、
そ
し
て
シ
メ

は
さ
ん
喬
師
匠
に
よ
る
「
子
別

れ
」
を
披
露
し
た
。

　

二
楽
師
匠
の
紙
工
術
で
は
、

体
を
揺
ら
し
な
が
ら
の
パ
フ
ォ

ー
マ
ン
ス
で
、
会
場
か
ら
の
リ

ク
エ
ス
ト
に
も
応
え
、
見
事
な

ハ
サ
ミ
さ
ば
き
を
見
せ
た
。
一

方
、さ
ん
喬
師
匠
の
「
子
別
れ
」

は
、
夫
婦
と
親
子
の
愛
情
、
家

族
の
絆
を
考
え
さ
せ
ら
れ
る
人

情
噺
。
来
場
者
を
し
っ
と
り
聴

か
せ
、
終
演
後
大
き
な
拍
手
に

包
ま
れ
て
い
た
。

柳家さん喬が聴かせる！林家二楽が見せる！ ～とままえ落語会～

　

２
月
１
日（
金
）に
町
内
の
保
育

園（
所
）で
豆
ま
き
が
行
わ
れ
た
。

　

古
丹
別
保
育
所
（
川
森
の
り
子

所
長
）
で
は
、
最
初
に
そ
れ
ぞ
れ

人
の
心
の
中
に
は「
な
ま
け
オ
ニ
」

「
泣
き
虫
オ
ニ
」
な
ど
様
々
な
オ

ニ
が
い
て
悪
さ
を
し
て
い
る
の

で
、
豆
を
ま
い
て
自
分
の
中
の
オ

ニ
を
外
に
出
そ
う
と
い
う
豆
ま
き

に
つ
い
て
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
鑑
賞
し
た

後
、
赤
組
、
桃
組
な
ど
の
園
児
に

豆
を
ま
い
て
自
分
の
中
に
い
る
オ

ニ
を
外
に
出
し
た
。

　

そ
の
あ
と
は
、
か
わ
い
ら
し
い

オ
ニ
の
登
場
に
、
年
長
組
は
果
敢

に
豆
を
ぶ
つ
け
て
い
た
が
、赤
組
、

黄
組
な
ど
の
年
少
組
の
園
児
は
、

豆
も
ま
く
こ
と
が
で
き
ず
先
生
の

腕
に
つ
か
ま
っ
て
泣
い
て
い
た
。

　

や
が
て
オ
ニ
が
降
参
し
、
着
ぐ

る
み
の
中
か
ら
川
森
所
長
が
出
る

と
安
心
し
た
よ
う
で
、
配
ら
れ
た

自分の中のオニ。出ていけ！ ～町内保育園（所）で豆まき～

お
菓
子
を
そ
れ
ぞ
れ
の
組
ご
と
に

美
味
し
そ
う
に
食
べ
て
い
た
。

　

ま
た
、
苫
前
保
育
園(

青
木
久

美
子
園
長)

で
は
、
最
初
に
オ
ニ

に
扮
す
る
北
留
萌
消
防
組
合
苫
前

支
署
職
員
が
紹
介
さ
れ
、
火
遊
び

を
し
な
い
よ
う
注
意
喚
起
し
た
後

に
豆
ま
き
が
行
わ
れ
た
。

　

古
丹
別
保
育
所
と
は
違
い
リ
ア

ル
で
オ
ニ
そ
の
も
の
の
面
を
付
け

た
職
員
２
名
が
現
れ
る
と
、
先
程

話
を
し
て
く
れ
た
人
と
い
う
こ
と

を
忘
れ
、
泣
き
な
が
ら
先
生
の
後

に
隠
れ
た
り
、
驚
き
の
あ
ま
り
固

ま
っ
て
し
ま
う
子
ど
も
も
い
た

が
、
勇
敢
な
年
長
組
園
児
が
馬
乗

り
に
な
り
オ
ニ
が
退
治
さ
れ
る

と
、
安
心
し
た
の
か
泣
い
て
い
た

園
児
た
ち
も
ホ
ッ
と
し
た
表
情
を

浮
か
べ
て
い
た
。

　
「
火
遊
び
は
し
ま
せ
ん
」
と
宣

言
し
た
あ
と
は
、
オ
ニ
と
仲
よ
く

記
念
写
真
を
撮
っ
て
い
た
。
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くま獅子舞はカッコイイ ～学社融合事業「くま獅子体験」を苫前小学校で開催～

　

留
萌
開
発
建
設
部
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
マ
リ
ン
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
主

催
の
地
域
づ
く
り
セ
ミ
ナ
ー
が

２
月
１
日（
金
）に
と
ま
ま
え
温

泉
ふ
わ
っ
と
で
開
催
さ
れ
、
町

内
外
よ
り
約
１
０
０
名
の
参
加

が
あ
っ
た
。

　

テ
ー
マ
が
「
サ
ス
テ
ー
ナ
ブ

ル（
持
続
可
能
）な
地
域
を
い
ま

考
え
る
」
と
し
て
環
境
を
キ
ー

ワ
ー
ド
に
講
演
が
行
わ
れ
た
。

　

北
海
道
大
学
総
長
の
佐
伯
浩

さ
ん
は
「
こ
れ
か
ら
の
北
海
道

を
考
え
る
」
と
し
て
北
海
道
に

は
様
々
な
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス

が
埋
も
れ
て
い
る
と
基
調
講
演

を
行
っ
た
。

　

地
元
か
ら
は
森
町
長
が
講
師

と
し
て
「
北
海
道
の
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
が
生
み
だ
す
も

の
」
と
題
し
て
風
力
発
電
が
も

た
ら
す
各
産
業
と
の
結
び
つ
き

か
ら
生
ま
れ
る
振
興
策
に
つ
い

て
講
演
し
た
。

地域づくりセミナーが本町で開催！ ～森町長も再生可能エネルギーについて講演～

　

２
月
５
日（
火
）に
苫
前
小
学

校（
岩
村
直
幸
校
長
）の
３
年
生

15
名
が
本
町
の
無
形
文
化
財
第

１
号
に
な
っ
て
い
る
「
く
ま
獅

子
舞
」
を
体
験
し
た
。

　

町
く
ま
獅
子
保
存
会
は
、
平

成
９
年
に
少
年
団
を
結
成
、
活

動
を
行
っ
て
い
た
が
、
そ
の
少

年
団
も
平
成
19
年
に
休
団
し
て

い
る
。

　

同
保
存
会
の
川
森
光
治
さ
ん

が
講
師
と
な
り
、
く
ま
獅
子
の

説
明
や
少
年
団
が
町
民
文
化
祭

に
出
演
し
た
際
の
ビ
デ
オ
を
鑑

賞
し
た
後
、
横
笛
や
獅
子
舞
の

熊
頭
に
入
っ
て
み
る
な
ど
の
体

験
を
行
っ
た
。

　

体
験
し
た
児
童
か
ら
は
「
か

っ
こ
い
い
」「
や
っ
て
み
た
い
」

と
い
う
声
が
あ
が
り
、
反
応
は

上
々
だ
っ
た
。
児
童
を
代
表
し

て
佐
井
椋
成
く
ん
か
ら
は
「
笛

や
熊
頭
の
体
験
を
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
次
の
勉
強
で
く

ま
獅
子
に
つ
い
て
ま
と
め
ま

す
」
と
お
礼
を
述
べ
た
。

　

２
月
３
日（
日
）に
古
丹
別
緑
ヶ

丘
ス
キ
ー
場
に
お
い
て
と
ま
ま
え

冬
の
大
運
動
会
兼
苫
前
町
民
ス
キ

ー
大
会
が
町
体
育
協
会
（
平
田
日

出
男
会
長
）
と
苫
前
ス
キ
ー
連
盟

（
平
田
日
出
男
会
長
）
の
主
催
で
開

催
さ
れ
た
。

　

以
前
、
苫
前
町
民
ス
キ
ー
大
会

が
開
催
さ
れ
て
い
た
が
、
参
加
者

の
減
少
に
よ
り
平
成
11
年
よ
り
実

施
し
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
今
回

14
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
る
こ
と
と

な
っ
た
。

　

こ
の
日
は
低
気
圧
の
影
響
で
前

日
か
ら
強
い
風
が
吹
き
、
降
雪
は

さ
ほ
ど
で
も
な
い
が
、
こ
れ
ま
で

積
も
っ
て
い
た
雪
を
伴
う
地
吹
雪

が
と
き
お
り
吹
き
付
け
る
コ
ン
デ

ィ
シ
ョ
ン
の
中
開
催
さ
れ
た
。

とままえ冬の大運動会兼苫前町民スキー大会が14年ぶりに開催

　

競
技
は
ス
キ
ー
場
中
腹
よ
り
ス

タ
ー
ト
す
る
チ
ャ
レ
ン
ジ
の
部
と

頂
上
の
部
、ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
の
部
、

ス
レ
ッ
ド
リ
レ
ー
の
部
の
４
部
門

で
学
年
別
に
実
施
さ
れ
た
。

　

結
果
は
左
の
と
お
り
（
各
１
位

の
み
掲
載
）

　

２
月
４
日（
月
）に
公
民
館
で

Ｊ
Ａ
苫
前
町
女
性
部
フ
レ
ッ
シ

ュ
ミ
ズ
部
会（
柴
田
桂
子
会
長
）

の
12
名
が
と
ま
ま
え
食
材
を
つ

か
っ
た
料
理
教
室
を
開
催
し
た
。

　

地
元
の
食
材
の
良
さ
を
知
る

こ
と
、
料
理
の
レ
パ
ー
ト
リ
ー

を
増
や
す
こ
と
を
目
的
に
実
施

し
た
教
室
で
は
、
町
保
健
福
祉

課
の
駒
井
紅
美
栄
養
士
が
講
師

と
な
り
、
地
元
食
材
の
か
ぼ
ち

ゃ
、じ
ゃ
が
い
も
、小
麦
粉
の
春

よ
恋
、
タ
コ
な
ど
を
使
っ
て
野

菜
の
ニ
ョ
ッ
キ
や
た
こ
の
マ
リ

ネ
サ
ラ
ダ
な
ど
４
品
を
作
っ
た
。

　

参
加
者
は
み
な
主
婦
で
あ
る

た
め
、
材
料
切
り
、
焼
き
な
ど

の
工
程
は
手
際
よ
く
こ
な
し
て

い
た
。

　

完
成
し
た
あ
と
は
全
員
で
試

食
、
地
元
素
材
の
良
さ
を
下
で

感
じ
る
と
と
も
に
、
料
理
の
で

き
映
え
に
満
足
し
て
い
た
よ
う

だ
。

とままえ食材をつかった料理教室 ～ＪＡ苫前町女性部フレッシュミズ部会～

チャレンジの部
部　　門 氏　　名 所　　属 記録 部門賞

小学１年女子 猪股　真央 苫前ＳＳ 26”90
小学２年男子 吉村　玲亮 苫前小 14”66 部門総合
小学２年女子 下田ひより 苫前ＳＳ 19”77
小学３年女子 野村　心優 古丹別小 18”88
小学４年男子 鈴木　一真 古丹別小 19”49
頂上の部

部　　門 氏　　名 所　　属 記録 部門賞
小学２年男子 鈴木　恋斗 古丹別ＳＳ 26”31
小学３年男子 島田宗一郎 苫前ＳＳ 22”84
小学３年女子 横野　瑞希 苫前ＳＳ 24”52
小学４年男子 金子慎太郎 苫前ＳＳ 23”65
小学５年男子 佐藤　陽来 苫前ＳＳ 22”48
小学６年男子 横野　稜平 苫前ＳＳ 18”10 ＭＶＰ
中学生男子 鈴木　愛斗 古丹別中 19”87
一般女子 渡部江利子 古丹別 25”81
一般男子 加藤　隆雄 古丹別 19”45
スノーボードの部

部　　門 氏　　名 所　　属 記録 部門賞
小学５年男子 西　　志尚 古丹別小 15”76
中学生男子 鈴木　愛斗 古丹別中 13”57 部門総合
一般女子 野村　美樹 古丹別 16”47
スレッドリレーの部

部　　門 チーム名 氏　　名
小学２年生 ２Ｓ ＪＵＭＰ 檜森　　快・安藤千佐都

小学３年生
さっちゃんとゆかいな
仲間たち

前川咲弥花・渡部　桜乙

中学生 古中野球部チームＡ 石川　　諒・鴨田　祥宏

団体（女子） 苫前SSママさん
島田　香織・横野　美香
小畑　京子・猪股　祥子
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ＴＤＫ株式会社
(加湿器お客様係)

0120－604－777

受付時間　　　　　　
午前９時～午後７時
(土・日・祝日も含む)

今年は大漁に、今年も安全に ～大漁祈願祭・船霊祭～
　

２
月
10
日（
日
）に
苫
前
漁
業

連
合
部
会（
成
田
太
部
会
長
）と

大
漁
祈
願
祭
執
行
委
員
会（
小

野
善
市
執
行
委
員
長
）主
催
の

船
霊
祭
と
大
漁
祈
願
祭
が
と
ま

ま
え
温
泉
ふ
わ
っ
と
で
開
催
さ

れ
、苫
前
・
力
昼
地
区
の
船
主
、

北
る
も
い
漁
業
協
同
組
合
関
係

者
や
森
町
長
ら
来
賓
な
ど
あ
わ

せ
て
約
60
名
が
参
加
し
た
。

　

祭
事
で
は
祝
詞
奏
上
、
玉
串

奉
て
ん
を
行
い
、
今
年
の
大
漁

と
操
業
の
安
全
を
祈
願
し
た
。

　

小
野
執
行
委
員
長
は
挨
拶
で

「
昨
年
は
ホ
タ
テ
の
出
荷
が
好

調
だ
っ
た
た
め
、
売
上
が
計
画

を
上
回
っ
た
。
東
北
の
復
興
が

進
む
こ
と
で
更
な
る
半
成
貝
の

出
荷
が
増
え
る
た
め
、
期
待
し

た
い
。
本
年
も
目
標
額
の
達
成

に
向
け
、
漁
業
に
専
心
し
て
ほ

し
い
」
と
述
べ
、
組
合
員
や
組

合
関
係
者
に
奮
起
を
促
し
た
。

　

古
丹
別
市
街
に
建
設
中
の
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
優
芽
（
株
式
会

社
大
地
、菊
池
千
加
子
理
事
長
）

に
係
る
説
明
会
が
２
月
８
日

（
金
）に
公
民
館
で
町
内
の
住
民

等
約
20
名
が
参
加
し
て
開
催
さ

れ
た
。

　

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
と
は
、
病

気
や
障
害
な
ど
に
よ
り
通
常
の

生
活
を
送
る
こ
と
が
困
難
に
な

っ
た
人
が
、
専
門
職
員
な
ど
の

援
助
を
受
け
な
が
ら
、
少
人
数

が
住
宅
等
で
生
活
す
る
介
護
施

設
。

　

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
優
芽
は
認

知
症
高
齢
者
専
門
の
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
で
１
ユ
ニ
ッ
ト
（
共
同

生
活
住
居
）
定
員
が
９
名
、
施

設
内
に
は
談
話
室
も
あ
り
、
入

所
者
と
面
会
で
き
る
ス
ペ
ー
ス

も
あ
る
。

　

管
理
者
の
藤
田
守
芳
さ
ん
は

「
対
象
が
認
知
症
の
方
と
い
う

こ
と
で
、
個
人
の
生
活
習
慣
に

あ
わ
せ
て
対
応
し
て
い
く
が
、

人
に
や
さ
し
く
、
笑
顔
で
思
い

や
り
を
も
っ
て
お
世
話
さ
せ
て

い
た
だ
き
た
い
」
と
述
べ
た
。

グループホーム「優芽」に係る説明会が公民館で開催

牛乳・乳製品を使って親子でクッキング！～公民館講座「親子でクッキング」～
　

２
月
16
日（
土
）に
公
民
館
で

公
民
館
講
座
「
親
子
で
ク
ッ
キ

ン
グ
」
が
開
催
、
親
子
あ
わ
せ

て
13
組
30
名
が
、
牛
乳
・
乳
製

品
を
使
っ
た
料
理
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
た
。

　
「
作
る
楽
し
さ
、
食
の
大
切

さ
、
美
味
し
さ
の
発
見
」
を
通

し
て
親
子
や
他
の
家
族
と
の
ふ

れ
あ
い
の
時
間
を
作
る
き
っ
か

け
づ
く
り
と
と
も
に
、
子
ど
も

の
成
長
に
欠
か
す
こ
と
が
で
き

な
い
乳
製
品
に
つ
い
て
理
解
を

深
め
る
こ
と
を
目
的
に
、
雪
印

メ
グ
ミ
ル
ク
北
海
道
総
括
支
店

の
伊
澤
さ
お
り
食
育
担
当
管
理

栄
養
士
を
招
き
、
簡
単
手
づ
く

り
ピ
ザ
や
レ
ア
ヨ
ー
グ
ル
ト
ケ

ー
キ
な
ど
３
品
を
作
っ
た
。

　

親
子
や
友
達
同
士
で
グ
ル
ー

プ
と
な
り
、
材
料
切
り
や
ピ
ザ

生
地
づ
く
り
な
ど
行
い
、
ふ
れ

あ
い
を
深
め
て
い
た
よ
う
だ
っ

た
。

　

２
月
12
日（
火
）に
苫
前
小
学

校
（
岩
村
直
幸
校
長
）
３
年
生

15
名
を
対
象
と
し
た
学
社
融
合

事
業
「
手
話
体
験
」
が
開
催
さ

れ
た
。

　

講
師
は
羽
幌
町
で
手
話
通
訳

士
の
五
十
嵐
明
子
さ
ん
が
務
め

た
。

　

手
話
体
験
を
通
し
て
、
聴
覚

に
障
害
が
あ
る
人
の
生
活
や
願

い
に
つ
い
て
考
え
る
き
っ
か
け

を
目
的
に
開
催
さ
れ
、
五
十
嵐

さ
ん
は
聞
こ
え
の
仕
組
み
や
聴

覚
障
害
の
種
類
に
つ
い
て
説
明

し
た
。「
み
ん
な
は
自
分
の
話

す
声
が
聞
こ
え
る
け
ど
、
聴
覚

に
障
害
を
持
つ
方
は
自
分
の
声

が
聞
こ
え
な
い
た
め
、自
分
の
音

量
が
わ
か
ら
な
い
」
と
い
う
説

明
に
、児
童
ら
は
驚
い
て
い
た
。

　

そ
の
後
、
お
金
や
山
、
小
、

バ
ナ
ナ
な
ど
簡
単
な
単
語
の
手

話
を
教
わ
り
、
児
童
等
も
五
十

嵐
さ
ん
の
手
話
を
見
よ
う
見
ま

ね
で
体
験
し
て
い
た
。

耳の不自由な方に伝えるために ～学社融合事業「手話体験」～

製品情報 ＴＤＫ社製のスチーム式加湿器を探しています
　右記加湿器の４機種については、発煙・発火の
危険性があり、重大事故も発生しています。
　これまでもご使用中止のお願いをしていました
が、平成25年１月末現在で35,840台が依然として
回収できていません。
　該当製品をお持ちの方がいましたら、下記のフ
リーダイヤルへ連絡をお願いします。
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苫
前
町
農
業
委
員
会
の
永
田

紀
男
会
長(

苫
前
町
字
旭
在
住)

が
農
業
委
員
会
役
員
と
し
て
多

年
に
わ
た
る
貢
献
が
認
め
ら

れ
、
北
海
道
産
業
貢
献
賞
の
農

業
委
員
会
等
功
労
者
と
し
て
、

２
月
８
日（
金
）に
札
幌
市
で
開

催
さ
れ
た
表
彰
式
に
出
席
し

た
。

　

永
田
さ
ん
は
平
成
２
年
よ
り

町
農
業
委
員
に
初
当
選
、
８
期

に
渡
り
活
動
さ
れ
、
平
成
16
年

か
ら
は
同
委
員
会
の
会
長
と
し

て
農
業
者
の
地
位
向
上
や
生
活

の
安
定
な
ど
に
務
め
ら
れ
た
。

　

ま
た
、
平
成
20
年
か
ら
は
留

萌
地
方
農
業
委
員
会
連
合
会

長
、
北
海
道
農
業
会
議
常
任
会

議
員
に
就
任
す
る
な
ど
、
町
内

は
も
と
よ
り
留
萌
管
内
、
道
内

農
地
の
有
効
利
用
と
農
業
経
営

基
盤
の
確
立
に
尽
力
さ
れ
た
功

績
が
認
め
ら
れ
た
こ
と
に
よ

り
、
今
回
の
表
彰
と
な
っ
た
も

の
。

北海道産業貢献賞 ( 農業関係功労者 ) 受賞！ ～町農業委員会の永田紀男会長～

　

凧
あ
げ
大
会
を
数
日
後
に
控

え
た
２
月
19
日（
火
）に
、
古
丹

別
小
学
校(

高
谷
典
義
校
長)

２

年
生
19
名
が
学
社
融
合
事
業

「
凧
づ
く
り
」
を
体
験
し
た
。

　

苫
前
凧
の
会
の
運
上
英
彦
さ

ん
と
合
田
義
春
さ
ん
が
講
師
と

な
り
、
４
つ
に
分
か
れ
た
グ
ル

ー
プ
を
回
っ
て
指
導
を
行
っ
た
。

　

ビ
ニ
ー
ル
製
の
六
角
凧
に

は
、
ア
ニ
メ
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

や
干
支
の
ヘ
ビ
、
風
車
な
ど

様
々
な
模
様
が
描
か
れ
て
い
た

が
、
児
童
ら
は
あ
ら
か
じ
め
両

面
テ
ー
プ
の
付
け
ら
れ
た
骨
を

ビ
ニ
ー
ル
に
貼
り
付
け
た
り
、

糸
を
結
ん
だ
り
す
る
作
業
に

「
運
上
さ
ん
、
わ
か
ら
な
い
の

で
来
て
く
だ
さ
い
」「
合
田
さ

ん
、
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
よ
い

で
す
か
」
と
悪
戦
苦
闘
。

　

両
講
師
も
休
む
間
も
な
く
、

児
童
の
指
導
に
あ
た
っ
て
い

た
。

凧あげ大会にむけて ～古丹別小学校２年生が学社融合事業「凧づくり」～

地 域 社 会 貢 献 事 業 まちの施設を整備していただきました

凧あげ大会会場の整備 
～ハラダ工業株式会社苫前支店・有限会社大川商店～

　ハラダ工業株式会社苫前支店（滝本和浩取締役苫前支店長）と有限
会社大川商店（大川紀美子代表取締役）が２月22日（金）に北海道凧あ
げ大会の会場となるとままえ温泉ふわっと周辺の排雪・圧雪などの
整備を地域社会貢献事業で実施した。
　毎年、２千人ほどの来場者が集まる会場周辺も例年より雪が多く、
駐車場や売店のスペース確保に苦慮していましたが、申し出のお陰
で雪も取り除かれたお陰もあり、イベントも盛会のうちに終了する
ことができました。　
　ありがとうございました。

凧あげ会場付近滑り止め用砂まき ～株式会社東北建設～
　株式会社東北建設（菊池浩代表取締役）が北海道凧あげ大会の当日
２月24日（日）に、会場となるとままえ温泉ふわっと周辺の国道や町
道への滑り止め用の砂まきを地域社会貢献事業で実施した。
　大会当日は天候が良かったものの、寒さもあって道路も滑りやす
い状況となっていましたが、事前の砂まきのお陰で車両や歩行者の
転倒などの事故もなく、無事に大会を終了することができました。
　ありがとうございました。

古丹別小学校前の排雪 ～堀松建設工業株式会社～
　堀松建設工業株式会社(堀松一郎代表取締役社長)が古丹別小学校
前の排雪を２月23日（土）に地域社会貢献事業で実施した。
　同校では２月25日（月）に地域参観日が控えており、校舎前には山
のように積み上げられた雪により、来校された方の駐車スペースが
確保できず苦慮していましたが、申し出のお陰で雪も取り除かれ、
地域参観日当日も多くの方が来校され、児童等の授業を見学するこ
とができました。ありがとうございました。
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年
金
額

・
こ
れ
ま
で
の
保
険
料
納
付
額

・
最
近
の
月
別
状
況

●
50
歳
以
上
の
人

・
こ
れ
ま
で
の
年
金
加
入
期
間

・
老
齢
年
金
の
見
込
額

・
こ
れ
ま
で
の
保
険
料
納
付
額

・
最
近
の
月
別
状
況

※
す
で
に
年
金
を
受
給
し
て
い
る
人

に
は
老
齢
年
金
の
見
込
額
は
知
ら

さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

一
方
、
35
歳
、
45
歳
お
よ
び
58
歳

の
節
目
年
齢
の
人
に
は
、
封
書
に
よ

る
「
ね
ん
き
ん
定
期
便
」
が
送
付
さ

れ
、
次
の
よ
う
な
内
容
が
記
載
さ
れ

て
い
ま
す
。

●
35
歳
・
45
歳
の
人

・
こ
れ
ま
で
の
年
金
加
入
期
間

・
こ
れ
ま
で
の
加
入
実
績
に
応
じ
た

年
金
額

・
こ
れ
ま
で
の
保
険
料
納
付
額

・
こ
れ
ま
で
の
加
入
履
歴

・
厚
生
年
金
の
標
準
報
酬
月
額
と
保

険
料
納
付
額
の
月
別
状
況

・
こ
れ
ま
で
の
国
民
年
金
保
険
料
の

納
付
状
況

●
58
歳
の
人

・
こ
れ
ま
で
の
年
金
加
入
期
間

・
老
齢
年
金
の
見
込
額

・
こ
れ
ま
で
の
保
険
料
納
付
額

・
こ
れ
ま
で
の
加
入
履
歴

・
厚
生
年
金
の
標
準
報
酬
月
額
と
保

　

日
本
年
金
機
構
で
は
、
毎
年
、
国

民
一
人
ひ
と
り
に
年
金
加
入
記
録
を

確
認
す
る
と
と
も
に
、
年
金
制
度
に

対
す
る
理
解
を
深
め
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
「
ね
ん
き
ん
定
期
便
」
を
送

付
し
て
い
ま
す
。

　
「
ね
ん
き
ん
定
期
便
」
は
、
通
常

は
ハ
ガ
キ
で
送
付
さ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
35
歳
、
45
歳
お
よ
び
58
歳

の
年
齢
は
、
年
金
の
受
給
に
必
要
と

な
る
加
入
期
間
を
確
保
す
る
た
め
の

節
目
と
な
る
年
齢
で
あ
る
こ
と
、
ま

た
年
金
の
請
求
を
間
近
に
控
え
て
い

る
年
齢
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
節
目
年

齢
と
位
置
づ
け
ら
れ
、
こ
れ
ら
の
年

齢
の
人
に
は
封
書
で
「
ね
ん
き
ん
定

期
便
」
が
送
付
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

年
金
記
録
の
整
備
に
要
す
る
期
間

が
短
縮
し
て
き
た
こ
と
な
ど
か
ら
、

平
成
25
年
度
以
後
は
こ
の
節
目
年
齢

の
う
ち
58
歳
が
59
歳
に
変
更
さ
れ
ま

す
。

「
ね
ん
き
ん
定
期
便
」
の
概
要

　

35
歳
、
45
歳
お
よ
び
58
歳
の
節
目

年
齢
以
外
の
人
に
は
、ハ
ガ
キ
の「
ね

ん
き
ん
定
期
便
」
が
送
付
さ
れ
、
次

の
よ
う
な
内
容
が
記
載
さ
れ
て
い
ま

す
。

●
50
歳
未
満
の
人

・
こ
れ
ま
で
の
年
金
加
入
期
間

・
こ
れ
ま
で
の
加
入
実
績
に
応
じ
た

　
　
苫
前
川
柳
社

川
　
　
柳

思
い
出
を 

胸
に
重
ね
た 

年
の
数	

苫　

前	

小
島 

信
子

一
年
の 

狭
間
を
埋
め
る 

年
賀
状	

苫　

前	

斉
数 

範
章

芋
南
瓜 

主
食
に
育
ち 

八
十
路
行
く	

留
萌
市	

芳
賀 

敏
美

故
郷
の 

香
り
を
常
に 

胸
に
秘
め	

札
幌
市	

関　

 　

武

米
寿
過
ぎ 

仏
に
感
謝 

日
々
過
ご
し	

苫　

前	

鎌
田 

信
夫

（
文
責
・
鎌
田
）

「
文 

芸
」

保育園(所)・学校へ安全に通えるように
～苫前婦人会のマスコットづくり～

険
料
納
付
額
の
月
別
状
況

・
こ
れ
ま
で
の
国
民
年
金
保
険
料
の

納
付
状
況

　

封
書
の
「
ね
ん
き
ん
定
期
便
」
に

は
、
年
金
加
入
記
録
の
確
認
方
法
な

ど
を
詳
し
く
記
載
し
た
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
や
、
年
金
加
入
記
録
に
「
も
れ
」

や
「
誤
り
」
が
あ
っ
た
場
合
に
提
出

す
る
た
め
の
「
年
金
加
入
記
録
回
答

票
」
が
同
封
さ
れ
て
い
ま
す
。

平
成
25
年
度
中
に
58
歳

ま
た
は
59
歳
に
な
る
人

●
昭
和
29
年
４
月
２
日
～
昭
和
30
年

４
月
１
日
生
ま
れ
の
人

　

平
成
25
年
度
中
に
59
歳
に
な
る
昭

和
29
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和
30
年
４

月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
は
、
平

成
24
年
度
中
の
誕
生
月
で
あ
る
58
歳

時
に
封
書
の
「
ね
ん
き
ん
定
期
便
」

が
送
付
さ
れ
て
い
る
た
め
、
平
成
25

年
中
の
誕
生
月
に
は
、
封
書
で
は
な

く
ハ
ガ
キ
の
「
ね
ん
き
ん
定
期
便
」

が
送
付
さ
れ
ま
す
。

●
昭
和
30
年
４
月
２
日
～
昭
和
31
年

４
月
１
日
生
ま
れ
の
人

　

平
成
26
年
度
中
に
59
歳
に
な
る
昭

和
30
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和
31
年
４

月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
は
、
平

成
26
年
度
中
の
誕
生
月
に
封
書
の

「
ね
ん
き
ん
定
期
便
」
が
送
付
さ
れ

ま
す
。

マ
イ
プ
ラ
ン
を
し
っ
か
り
と 

国
民
年
金

「
ね
ん
き
ん
定
期
便
の
節
目
年
齢
が
変
わ
り
ま
す
」

　

町
内
の
保
育
園（
所
）や
小
学

校
に
入
園
・
入
学
す
る
子
ど
も

達
が
事
故
な
く
安
全
で
元
気
に

通
え
る
よ
う
「
無
事
カ
エ
ル
」

の
思
い
を
込
め
た
カ
エ
ル
の
マ

ス
コ
ッ
ト
づ
く
り
を
苫
前
婦
人

会
（
小
野
章
子
会
長
）
が
福
祉

セ
ン
タ
ー
で
行
っ
て
い
る
。

　

こ
れ
は
毎
年
行
わ
れ
て
い
る

も
の
で
、
今
年
は
２
月
12
日

（
火
）か
ら
作
業
を
行
い
、
約
１

週
間
か
け
、
２
０
０
個
を
製
作

し
て
い
る
。

　

２
月
20
日（
水
）の
作
業
で

は
、
あ
い
に
く
の
天
候
の
中
、

カ
ゼ
の
流
行
な
ど
で
５
名
し
か

集
ま
ら
な
か
っ
た
が
、
一
つ
ひ

と
つ
思
い
を
込
め
な
が
ら
手
縫

い
で
作
ら
れ
て
い
た
。

　

今
後
は
神
社
で
安
全
祈
願
さ

れ
た
後
、
保
育
園（
所
）や
学
校

を
通
じ
て
配
布
さ
れ
る
予
定
。
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